
 成長期のクロスバイトを放置すると、下顎骨の成長に伴い偏位が進行し、顎変形症（顎顔面非対称）を誘発する可能性がある。 

早期に適切な治療介入を行うことで、正常な咬合誘導と顎骨の適正な成長発育を促進し、顎関節の形態・位置異常を改善するために、本研

究では、小児期におけるクロスバイトの早期治療は極めて重要である。従来の矯正装置（マルチブラケット装置、急速拡大装置）とクリア

アライナーの治療効果を比較・検討することを目的とする。 
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